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事故調の現状について学ぶ参加者。講演後は熱心な質疑応答がなされた

事故調の問題点を語る坂根先生

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月
８
日
に
協
会
会
議
室

で
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
を
開
催
。
「
間

違
い
だ
ら
け
の
医
療
事
故
調
査
制
度
～
紛
争
解
決

の
視
点
と
医
療
安
全
の
視
点
の
切
り
分
け
が
出
来

て
い
ま
す
か
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
医
療
法
人
櫻
坂

坂
根
Ｍ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
「
現
場
の
医
療
を
守

る
会
」
代
表
世
話
人
の
坂
根
み
ち
子
先
生
が
講
師

を
務
め
、
医
師
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
ら
36
人

が
参
加
し
た
。
司
会
を
務
め
た
西
宮
市
・
半
田
医

院
院
長

半
田
伸
夫
先
生
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

医
療
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、
そ
の
問
題
や

責
任
の
所
在
を
求
め
て
も
解
決
し
な
い
こ
と
が
、

２
０
１
１
年
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ド
ラ
フ
ト
ガ
イ
ド
ラ
ン
に

示
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
医
療
安
全
が
中
心
と
な
れ

ば
、
広
く
網
羅
的
に
情
報
を
集
め
、
真
実
は
何
か
、

対
策
す
べ
き
は
何
か
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
が
、
紛
争
解
決
が
中
心
と
な
れ
ば
、
常
に
責
任

追
及
し
懲
罰
性
に
な
る
た
め
、
結
果
は
判
決
や
示

談
で
終
わ
り
本
当
の
真
実
は
明
ら
か
と
な
ら
な
い
、

と
考
え
ら
れ
る
。
坂
根
先
生
た
ち
は
こ
の
趣
旨
に

沿
っ
て
日
本
医
療
法
人
協
会
と
し
て
事
故
調
運
用

ガ
イ
ド
ラ
ン
を
作
成
し
、
ロ
ビ
ー
活
動
な
ど
で
現

在
の
医
療
事
故
調
査
支
援
事
業
に
多
大
な
影
響
を

与
え
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
以
前
か
ら
医
療
事

故
事
例
収
集
を
行
っ
て
き
た
日
本
医
療
機
能
評
価

機
構
と
連
携
し
よ
う
と
す
る
考
え
が
欠
如
し
て
い

る
た
め
、
二
重
構
造
と
な
り
多
く
の
無
駄
が
起
こ
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
医
療
事
故
調
査
支
援
セ
ン
タ
ー

自
体
が
、
自
身
の
役
割
を
的
確
に
認
識
し
て
い
な

い
た
め
、
従
来
の
責
任
追
及
型
と
も
と
れ
る
動
き

を
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

坂
根
先
生
は
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
医
療
事
故
に

う
ま
く
対
応
し
て
い
る
と
さ
れ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

を
訪
れ
、
日
本
の
制
度
と
の
対
比
を
お
こ
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
医
療
事
故
調
の
理
念
の
統
一
を
医
療

界
の
み
な
ら
ず
、
法
曹
界
に
も
周
知
す
る
こ
と
と
、

患
者
救
済
の
た
め
の
広
範
囲
の
無
過
失
補
償
制
度

の
充
実
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
一
方
で

現
場
の
医
療
機
関
は
、
患
者
の
た
め
（P

a
t
i
e
n
t

f
i
r
s
t

）
の
考
え
の
下
、
医
療
の
質
の
向
上
と
と

も
に
、
全
死
亡
例
と
有
害
事
象
の
解
析
と
、
そ
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
予
期
せ
ぬ
重
大
事
故
の
際
の

迅
速
な
対
応
や
ブ
リ
ー
フ
ケ
ア
な
ど
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
提
言
し
た
。
さ
ら
に
根
本
に
は
医
療
界
、

特
に
医
師
の
過
重
労
働
が
あ
り
、
そ
の
是
正
は
何

よ
り
急
務
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

研
究
会
で
は
こ
の
よ
う
に
医
療
事
故
に
対
す
る

対
応
に
つ
い
て
、
再
発
防
止
を
中
心
と
し
た
新
し

い
動
き
を
き
わ
め
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

た
だ
い
た
。
そ
の
上
で
、
現
在
の
日
本
の
現
状
の

問
題
点
を
具
体
的
に
お
示
し
い
た
だ
き
、
極
め
て

有
用
な
講
演
だ
っ
た
。
な
に
よ
り
も
シ
ス
テ
ム
エ

ラ
ー
を
な
く
す
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
医
療
事
故
調

査
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
信
し
て
欲
し
い
。

一
方
で
、
実
際
の
医
療
訴
訟
を
受
け
て
い
る
医

療
機
関
や
、
医
療
事
故
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る

現
場
で
は
ま
だ
ま
だ
混
乱
し
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
日
本
で
は
今
し
ば
ら
く
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
な
が
ら
、
実
り
の
あ
る
医
療
事
故
対
策
と
患

者
補
償
を
築
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
た
。

【
西
宮
市
・
半
田
医
院

半
田

伸
夫
】

気
兼
ね
な
い
意
見
交
換
で
き
て
面
白
か
っ
た

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
９
月
15
日
に
西
宮
渡
辺
心

臓
・
血
管
セ
ン
タ
ー
で
、
第
17
回
胸
部
Ｘ
Ｐ
読
影

会
を
開
催
。
原
秀
樹
先
生
（
尼
崎
市
・
は
ら
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
講
師
、
橋
野
盛
彦
先
生
（
西
宮

市
・
橋
野
医
院
）
が
司
会
を
務
め
、
医
師
10
人
が

参
加
し
た
。

参
加
者
は
日
々
の
診
療
で
撮
影
し
た
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
の
画
像
を
持
ち
寄
り
、
画
像
か
ら
読
み
取

れ
る
疾
患
に
つ
い
て
討
議
。
誤
嚥
性
肺
炎
、
肺
ガ

ン
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
に
よ
る
肺
炎
、
非
結
核
性

抗
酸
菌
症
、
気
管
支
拡
張
症
な
ど
、
様
々
な
事
例

に
つ
い
て
、
見
落
と
し
が
な
か
っ
た
か
、
自
分
の

診
断
は
正
し
か
っ
た
か
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
率
直
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
う
え
で
、
原
先

生
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
意
見
を
述
べ
、
お
互

い
の
認
識
を
深
め
あ
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
自
分
た
ち
の
意
見
を
お
互
い

に
気
兼
ね
な
く
ぶ
つ
け
合
う
こ
と
が
で
き
て
、
非

常
に
面
白
い
勉
強
会
だ
っ
た
」
、
「
診
断
に
難
渋

し
た
事
例
が
あ
れ
ば
レ
ン
ト
ゲ
ン
画
像
を
持
ち
よ
っ

て
ま
た
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

持ちよったレントゲン画像に基づいて真剣に討議する参加者
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西
宮
・
芦
屋
支
部
は
８
月
26
日
に
西
宮
渡
辺
病

院
で
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
研
究
会
を
開
催
。
「
日
常

臨
床
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
診
断
と
治
療
」
を
テ
ー

マ
に
、
西
宮
渡
辺
病
院
・
呼
吸
器
内
科
部
長
の
松

浦
邦
臣
先
生
が
講
師
を
務
め
、
医
師
・
薬
剤
師
ら

16
人
が
参
加
し
た
。
司
会
を
務
め
た
林
田
英
隆
先

生
（
西
宮
市
・
林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
の
感
想
文
を

掲
載
す
る
。

今
回
は
平
成
26
年
１
月
に
西
宮
渡
辺
病
院
呼
吸

科
の
部
長
と
し
て
着
任
さ
れ
た
呼
吸
器
専
門
医
の

松
浦
邦
臣
先
生
に
、
世
界
で
死
因
の
第
３
位
、
我

が
国
で
は
脳
血
管
疾
患
を
抜
い
て
死
因
の
第
３
位

「
肺
炎
」
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に

つ
い
て
、
「
日
常
臨
床
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
診
断

と
治
療
」
と
題
し
、
素
晴
ら
し
い
77
枚
の
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
て
、
わ
か
り
や
す
い
講
演
を
拝
聴
い
た

し
ま
し
た
。

以
前
は
肺
気
腫
と
か
慢
性
気
管
支
炎
と
か
呼
ば

れ
て
い
た
病
気
で
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
閉
塞
性

肺
疾
患
、
す
な
わ
ち
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（C

h
r
o
n
i
c

O
b
s
t

r
u
c
t
i
v
e

P
u
l
m
o
n
a
r
y

D
i
s
e
a
s
e

）
と
呼
ぶ
こ
と今回もConroy氏が発音指導

に
な
り
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
疫
学

（
日
本
人
の
有
病
率
は
８
・
６
％
、
70
歳
以
上
で

は
２
１
０
万
人
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
74
％
が
65
歳
以
上

で
あ
る
こ
と
）
や
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
定
義
（
タ
バ
コ

煙
を
主
と
す
る
有
害
物
質
を
長
期
に
吸
入
暴
露
す

る
こ
と
で
生
じ
た
肺
の
炎
症
疾
患
で
あ
る
こ
と
）
、

患
者
は
呼
吸
困
難
や
慢
性
の
咳
・
痰
に
慣
れ
て
、

運
動
強
度
を
下
げ
る
こ
と
で
、
症
状
が
乏
し
い
と

い
う
特
徴
が
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

の
診
断
に
は
慢
性
の
咳
、
喀
痰
、
労
作
時
の
呼
吸

困
難
、
喫
煙
歴
、
更
に
ス
パ
イ
ト
メ
ト
リ
ー
の
デ
ー

タ
な
ど
が
重
要
で
、
大
前
提
は
１
秒
率
が
70
％
以

下
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
α
１
―a

n
t
i
t
r
y
p
s
i
n

d
e
f
i
c
i
e
n
c
y

の
病
態
や
、
気
腫
型
と
非
気
腫
型
に

つ
い
て
の
説
明
、
従
来
の
ス
パ
イ
ロ
メ
ト
リ
ー
に

よ
る
病
気
分
類
を
も
と
に
し
た
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
分
類
は

生
命
予
後
に
矛
盾
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
２
０
１

７
年
の
新
し
い
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
分
類
に
つ
い
て
も
詳
し

く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
薬
物
治
療
、
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ａ
、
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ａ
、

Ｉ
Ｓ
Ｃ
の
薬
剤
の
使
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
そ
れ
ぞ

れ
の
利
点
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
、
あ
っ
と

い
う
間
に
１
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
ど
も
第
一
線
の
医
療
に
従
事
す
る
医
師
は
患

者
さ
ん
の
大
半
が
高
齢
者
で
す
。
今
後
、
ま
す
ま

す
増
え
る
患
者
の
訴
え
が
乏
し
い
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
知

識
が
必
要
で
す
。
今
回
の
講
演
は
そ
の
知
識
を
得

る
素
晴
ら
し
い
講
演
会
で
し
た
が
、
開
業
医
の
先

生
方
の
参
加
が
少
な
く
て
、
残
念
に
思
い
ま
し
た
。

【
西
宮
市
・
林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

林
田

英
隆
】

よ
り
自
然
な
表
現
方
法
・
発
音
が
学
べ
た

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
９
月
22
日
（
金
）
に
西
宮

医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
５
人
が
参
加
し

た
。

【
報
告
】

①
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
研
究
会
（
8
・
26
）

②
第
17
回
胸
部
Ｘ
‐
Ｐ
読
映
会
（
9
・
15
）

【
予
定
・
企
画
】

①
第
34
回
漢
方
研
究
会
（
10
・
7
）

②
英
語
で
診
療

Medical
English

＃
51
（
11
・

17
）

③
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
研
究
会
（
２
０
１
８
・
１
・

20
）

【
予
定
・
企
画
（
日
時
未
確
定
）
】

①
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会

【
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
第
32
回
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
10
・

８
～
９
）

②
第
26
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
（
10
・
29
）

③
第
92
回
評
議
員
会
・
臨
時
決
算
総
会
・
第
40
回

共
済
制
度
委
員
会

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
4
金
曜
日
で
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

世
話
人
会
だ
よ
り

COPDについて解説する松浦先生

日 時 11月17日(金) 午後２時～
会 場 西宮医療会館
講 師 Mr. Robert Conroy
司 会 ビューハイツクリニック 坂尾 福光 先生
参加費 無 料

Iron deficiency Anemia,Bronchial Asthma, Phoning a clinic
＝鉄欠乏性貧血、気管支喘息、外来に電話をする＝

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月
14
日
に
西
宮
医
療
会

館
で
、
50
回
目
を
迎
え
たM

e
d
i
c
a
l

E
n
g
l
i
s
h

を

開
催
。
「M

i
g
r
a
i
n
e

・

J
o
i
n
i
n
g

a
c
l
i
n
i
c

＝
片
頭
痛
・
外
来
受
診
＝
」
を
テ
ー
マ
に
、R

o
b
e

r
t

C
o
n
r
o
y

氏
が
講
師
、
坂
尾
福
光
先
生
（
西
宮

市
・
ビ
ュ
ー
ハ
イ
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
司
会
を
務

め
、
医
師
・
薬
剤
師
ら
７
人
が
参
加
し
た
。

書
籍
『
英
語
で
診
療
』
シ
リ
ー
ズ
を
教
材
に
、

今
回
は
「
片
頭
痛
持
ち
」
の
息
子
を
連
れ
て
来
院

し
た
患
者
と
医
師
の
問
答
を
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

坂尾先生が司会を務めた

形
式
で
学
習
。C
o
n
r
o
y

氏
か
ら
は
発
音
や
表
現
方

法
に
つ
い
て
個
別
的
な
指
導
が
な
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
宿
題
を
い
た
だ
け
る
の
で

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
英
語
で
診
療
シ
リ
ー

ズ
を
あ
ら
た
め
て
し
っ
か
り
読
み
直
す
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
」
、
「
よ
り
自
然
な
表
現
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
を
読
む
だ
け
で
は
発
音
が

分
か
ら
な
い
の
で
、
正
し
い
発
音
を
教
え
て
い
た

だ
け
る
点
が
と
て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。


